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商品・工法名称 ＱＱＱＱマットマットマットマット((((コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート用湿潤用湿潤用湿潤用湿潤・・・・保温養生保温養生保温養生保温養生マットマットマットマット))))    

商品・工法の分類 □瓦礫処理、□除染作業、□除染仮置き、■復旧･復興、□その他 

商品・工法概要 

コンクリート施工における湿潤養生と保温養生を同時に行い、高品質のコンクリー

ト構造物を構築することが可能なマットです。Ｑマットは湿潤養生シートと保温養

生マットの２層構造であり、湿潤養生シートはコンクリート表面から水分の蒸散を

緩和し、材齢２８日程度までの養生期間であれば、当初の一回の散水のみで構造物

表面の湿潤性を保つことが出来ます。また保温養生シートは気温の低い時期におけ

る温度勾配に起因する温度ひび割れの低減と低温による強度発現の遅れを図るこ

とができます。 

商品規格・概略図

等 

 
【規格】 
湿潤養生シート 幅 1m、長さ 70m、厚み約 2 ㎜  定価： 800 円／m 
保温養生マット 幅１m、長さ７m、厚さ約 50 ㎜ 定価：2,060 円／m 

使用・施工条件 
適応場所など 

ダムやフーチング等のマスコンクリート構造物や橋梁スラブ等の水平面の養生に

最適であり、その他、ダムの上下流面、アンカレイジ、ケーソン等のマスコンクリ

ート構造物、カルバートボックスや各種構造物躯体等の都市構造物で散水養生が困

難な構造物の養生に効果的です。 

その他必要資材 保温養生マットの押えに鋼材などが必要 

使用・施工上の 

留意点 

コンクリート構造物の表面は湿潤養生シートをその上に保温養生マットを敷設し

て、シート・マット一体で御使用ください。養生マット敷設期間は、外気温が高い

条件下や風の強い条件下では構造物表面の湿潤性を適宜確認し、状況に応じて湿潤

養生シートへの散水を行ってください。 
また水平面以外で御使用の場合、保温養生マット下端にはカウンターウェイトを設

置し、マットの構造物に対する密着性の確保に留意してください。 

維持管理 
Ｑマット敷設の効果を最大限に発揮するため、養生期間はできる限り長く設定して

ください。外気温や風の状況により湿潤状態を確認してください。 
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